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’アーダルベルト ・シュティフター(AdalbertStifterl805-68)の「習
作集」 (Studienl844-50)に収録された作品13編はいずれも，雑誌など
に既に発表されたものを，作者自身が徹底的に校閲し，一部を書き改め
たものであり， 『ブリギッタ』（〃狸"c)も1844年に当時流行の年鑑の一
つﾕ)に先ず発表された版(Urfassung)と，その後大幅に改作されて1847
年に「習作集」第4巻に他の2編と共に収録された版(Studienfassung)
とがある． シュティフターの作品を取り上げる場合には， これらの事情か
ら，テキストとしてどの編者のどの版を用いるかの指示が先ず必要であろ
う．本稿ではテキストとしてMaxSteH編のAugSburg版2)を用いた
が，シュティフターの文章には句読法・正字法に独特な用法が見られるの
で，数種類の版の比較検討も必要である3)．
本論に入る前に，先ずこの作品の全体的な構成の特徴を述べてから，作
品解釈の視点を確かめるために，物語の冒頭におかれた考察について考え
てみたい．
最初Urfassungには表題にNovelleと添えられていたのであるが，
Studienfassungにはそれがなく，シュティフター自身も1846年10月18B
付のGustavHeckenast宛の手紙4)の中でこれをErzahlungと呼んで
いる．Urfassungの方はおそらく年鑑の編集者が作者の了解を得ないで
添えたのであろうか． ノヴェレ研究の中でこの作品を取り上げるとき， こ
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?の点の指摘も必要であろうかと考える．形式美学的な狭い意味でのノヴェ
レというのではなく,novellistischesErzahlen5)という考え方が導入さ
れる必要がある．次にノヴェレとしては珍しい章分けの点であるが， 『ブ
リギッタ』には四つの章があって,Urfassungでは番号数字だけであっ
たのが,Studienfassungではそれぞれ標題がついている．第1章が「草
原の旅」 (Steppenwanderung),第2章が「草原の家」(Steppenhaus),
第3章が「草原の過去」(Steppenvergangenheit),第4章が「草原の現
在」 (Steppengegenwart)となっていて，いずれも「草原」 (Steppe)
という語が共通している6)．それは物語の背景・風土を表わしていると同
時に，それぞれの章のひそかな微妙な繋がりを示す結節点，言い換えれば
象徴的形姿となっているように思われる．作品の構成について注目すべき
ことは， この標題のある章分けと， もう一つは語り手の導入であって，一
人の男が観客として読者と共に出来事を体験するという手法が取られてい
る．以下，テキストIに挙げたStudienfassungに従って論を進めること
にする．
さて第1章の冒頭には， この小説の性格付けを与えるような一般的考察
が書かれている．使用法を教えられて玩具を手渡される子供のように，読
者は容易にあるいは考えながら物語の中へ入ってゆくのである．つまり，
この考察が書かれる前提としては，一つの人生の課題を考える気心の合っ
た者たちの仲間うちの交わりが考えられるわけで，物語が予示的に語られ
ることをⅨめかしており，聞き手は予感的に考え続け，各々その人なりの
答を見出さねばならないというノヴェレ的課題を持っている．従ってこの
考察を注意して読めば，次の二つの手掛りが得られるだろう．書き出しの
文章に「人生には，すぐにはそれと分からないし，その由来がおいそれと
は見つからないような事柄や間柄があるものだ．それらは大抵，不思議な
ものの持っているある種の美しい穏やかな魅力でわれわれの心に迫ってく
る」 （165)7）とあるように，不思議なもの謎めいたものが外見的に，内容
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のAnalogieとして，実はこの物語全体を貫いていて，一面において謎解
きの興味で読者を引張ってゆく．読者はもちろん予感しているものの，物
語の終り頃のたった一言で緊張が突然解消される素朴な満足感を覚えるの
である．更にこの文章に続いて「醜い人の顔にしばしば，その場では値打
ちが分からないような心の中の美しさが現れるものだし，他方，だれもが
これ以上の美しい人はないと言うほどの人の表情が冷たくて空ろなことが
ある」（165）と書かれているが，「醜い人の心の中の美しさ」を見出すと
いう，つまり見かけ(Schein)と実体(Wesen)というこの作品のテー
マ（必ずしも目新しいとは言えないありふれたテーマであって， この点に
関しては特に魅力的な作品とは言えないのであるが）を先取りしていると
同時に，表現手段(Stilmittel)として「美と醜」といった対照的なもの
が用いられることを予示しているように思われる．従って，謎めいた不思
議なものが，対照的な人物や自然，つまり草原の対照的な姿を通して描か
れるわけで， これらの意味をになった諸形姿の象徴性を辿って読み進めて
ゆくことが， この作品を解釈する上で必要であろう．
この一般的な考察を具体化した物語を，過去の一体験として述べる語り
手が導入される．それ故， この語り手の意識を通して炉過された考えや描
写ということを読者は予め頭に置かねばならない．その場合，語り手＝シ
ュティフターと素直に考えるのが妥当であろう．そして語り手は，すでに
世帯を持ち次々と仕事も財産も出来たことを， この物語の登場人物に感謝
している中年に達した人物であるが，その青春時代の体験を手記風に綴っ
ているのであって，読者はこの若い語り手と共に出来事を体験することに
なる．
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この語り手が旅先で知り合った少佐(Major)と呼ばれている人物の招き
を受けて，その領地のある東ハンガリーに彼を訪れることになる．知り合
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って二年ほど経ってから手紙を貰って初めて訪問を決心するわけである．
手紙によるとなんでも，少佐が「いつも全世界に求めて得られなかった目
標が今度こそ郷里で見つかった」 （166）ということで，是非やって来て一
夏でも一年でも五年でも十年でも好きなだけ暮らしてくれと書かれてい
る．第1章では「草原の旅」という標題が示しているように，はるばる東
ハンガリーまで出掛ける旅の模様が描かれるのであるが，特にハンガリー
にのみ見られる「実に壮麗で荒涼としたプスタ」 （167）の描写を中心に，
のんびりと見物がてら，何ケ月も旅をする広大な空間の実に念入りな描写
があって，その間に現在歩いていると同じような荒地の連想から，南イタ
リアの荒地で初めて出会った少佐を思い出すのである．
少佐は社交界の寵児であって，年の頃はもう50に近かったが，なお婦人
たちの憧れの的であった．なにしろ姿や容貌の美しさで彼に勝る男など見
たためしはなく，その物腰には「穏やかな高貴さ」 （167）が流れていた．
一度ならず男までもうっとりさせるほどのもので， ましてや女性に至って
は物狂ほしいほど心を奪われた．たった一つの悪い点は，世に名だたる美
人でさえも長くは少佐を引き留めることが出来ず，終りが来ればあっさり
と別れて旅に出て二度と繕りを戻さないことであった．そのために却って
女性の心が燃えるということもある，その上彼の額には一種の悲しみが宿
っていて，なにか意味あり気な過去を示しているなどと言われ，またそれ
が却って人の心をそそることになる，というような世間の噂が先ず紹介さ
れ，それから語り手自身の観察した少佐像が述べられる．少佐の姿や容貌
が人に及ぼす影響には彼に責任がなくて，むしろ「彼の心には屡々なにか
本源的なもの(Urspriingliches)初々しいもの(AnfangsmaBiges)が
ふと現われ，いわば……自分の魂を大切に保存しているようであった， と
いうのもこれ迄正しいものを発見できずにいたから」 （169）とでもいうべ
き様子で，長く交際するにつれ， 「この魂こそ最も激しく燃え上がる最も
詩人的なものである」（169）ことを認める． 「この人ほど美に対して敏感
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な感覚を持っている人についぞ出会わなかった．なにしろ醜いものや野卑
なものには我慢できないほどにいらいらさせられるのだった.」（169）こ
うして先ず少佐なる人物が紹介されながら，再び現に旅をしているハンガ
リーの草原の描写が続く． 目に見えるものと言えば，遠い彼方の赤味を帯
びた青い草原の薄明， その中の何千という白い点々とした石塊，牛の群
れ，足元の黒い土． 「すべてが未開で欝蒼としており，太古から歴史を持
ちながら初々しさと原始の姿を見せている」 （170）この草原を祐僅いなが
ら，一体この土地で少佐はどんな行動をしているのだろうかと考える．
月余に渡る旅の後，少佐の領地ウヴァール(Uwar)を目指し，その近
くに来たと思われたのに，まる半日ウヴァールのことを聞くたびに， 3マ
イルです，あと3マイルですという答が返ってくる．その間にも草原の描
写が続き，無限の広がりを持つ空間の印象を強めている．やっと馬に乗っ
た人影を見て，少佐ではないかと思い近づくと， これが少佐とは似ても似
つかぬ年の頃40位の醜い女性であって「土地風の幅の広い男ズボンを穿い
て男みたいな乗り方をしていた.」（172）道を案内し馬を貸してくれたお
礼に金を渡そうとすると受け取らず「彼女は実に奇麗な歯を見せて笑うだ
けであった.」 （173）語り手はてっきり土地の管理人だと思っていたのだ
が， このことでこの女性が土地の所有者であることが予感される． ここは
マロシュヘリー(Maroshely)という領地で，ここでは周囲の風景が一変
していて，申し分のない農場が現われ，玉蜀黍畑や葡萄山やビロードを広
げたような牧場があって， これ迄通り抜けて来た赤味を帯びた干からびた
草原とは全く対照的な，清々しい緑の農場が描かれる，つまり風景の対照
が予示されている． しかしその農園を通り抜けると，再び無数の石塊が散
らばっている乾いた沼地があって，やっと少佐の領地に通ずる道に出る．
その直前にBennovonWieseがこの小説中の唯一の事物象徴(Ding-
symbol)であると指摘している8）「絞首台｣(175)とその下の方で流れて
いる小川の傍の黒々としたもの，つまり昔の仕置場である枯れた「標の木」
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’(175）がさり気なく紹介される．少佐の屋敷に着いて，留守で会えないけ
れども部屋に案内される． ここでも屋敷の外装や特に部屋の内装が詳細に
描写される．
要するに「草原の旅」の章の筋(Handlung)は，大草原の長い長い
旅，男のような姿恰好の中年の女性との短かい出会い，少佐の屋敷への到
着という最小限の出来事であって，あとはすべて草原という空間，その原
初的な姿と人の手が加えられ改良され，つまりkultivierenされた姿，少
佐の屋敷の佇いや部屋の模様という空間的なものの描写に留まっている．
第2章の「草原の家」においても描写は殆ど空間的なものに向けられ，
少佐と二人で見る周囲の世界，即ち手入れの行き届いた庭園や緑の果樹園
や温室や，そこに美しく敷かれた砂床や沼地の干拓やグレートデンや飼育
された馬，仕事に勤しむ人びとの姿，そして夕焼の荒野の美しさなどの念
入りな描写があって，原始的な自然の世界とそこに働く人間の労働の世界
とが対比的にしかも徐々に慎重に描かれる.Handlungについては殆ど
語られない． しかしこの環境描写は決してそれだけに留まるのではなく，
すでにここでの「美」のモチーフが小説全体のライトモチーフとなる．草
原のつまり土地そのものｶﾐ宝物(Kleinod)であるが，「この土地という
肉体がどのように花を開きどのような美しさを示すことができるかを知る
ことが先ず第一で，そしてこれらを引き出すようにしなければならない.」
(189）人間による愛情に満ちた交わり，人間による保護育成において初め
て，土地という本源的に力強いもの欝蒼たる未開のものが，その完全な展
開に達するのである．語り手は「その単純さと多様さにおいて，情念のな
い自然と先ず生活を共にすることで，農夫の天職こそなによりも天国の伝
説に境を接するものだ」 （190）という認識を得る．ここで語り手は農業に
勤しむ古代ローマ人を思い出している9)．
自らも些か関与し， 日々の仕事の「単調で穏やかな流れ」 (190)に包み
こまれる． こうして語り手はかなり長く少佐の領地に逗留し，色々なこと
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PIを観察し納得し自らも携わるのであるが，それと共に徐々に少佐の現在の
状況が読者にも知られる．第2章の4分の3ほど進んだところでやっと
Handlungに関わるように思われる描写が現れる．それは「少佐のひた
むきな多忙な生活の中に，どうしても澄み切れないなにか沈澱したものが
あって，そこに一種の悲しみが存在する」 （192）といったやはり謎めいた
感じを語り手が抱くことである． この印象は少佐の書斎の机の上にある若
い女性の肖像画によって強められる． 「画家の方でも随分と悪いところを
隠すようにしたのだろうが，それは美しいというよりはむしろ醜い少女の
像であった.」 （192）その際語り手は，少佐は何故結婚しなかったのかと
いう疑問を抱くが，それを聞き出すことはせず読者に一寸した緊張感を与
える． そうこうするうちに作物の取入れも終わり，閑暇ができた少佐か
ら，隣家のマロシュヘリーつまりブリギッタを訪問することを告げられ，
その際にブリギッタは「この世で最も素晴らしい女性だということがあな
たにもお分かりいただけるでしょう」 （194）と言われる． この訪問の前
に，ブリギッタの息子の目立つほど美しい青年であるグスタフ(Gustav)
がことのついでのように簡単に紹介され,'語り手にブリギッタに会いたい
気持をしきりに起こさせる．
ところでこの章の終りの方で,語り手は近所の地主のゲーメル(G6m6r)
から少佐とブリギッタのそれぞれの経歴を聞き，語り手と同様読者もその
話にのせられる．それによって緊張の一種の解消を覚えるのであるが， こ
れが全くの見当違いであって，後にこの誤まった先入見が見事に覆される
点において， このエピソードの挿入は物語の効果を高めている．ゲーメル
の話というのは，ブリギッタの夫は軽卒な男で，妻子を捨てて二度と帰っ
て来ない．そこで彼女はマロシュヘリーにやって来て農業を始め，今でも
男の服装をして男のような乗り方で馬を扱い，活動的で朝から晩まで働い
ている．一方少佐は数年前にウヴァールにやって来て，当初二人の往来は
なかったが，一度病気になったブリギッタの所へ駆け付け看護し，身につ
｜
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けているなにか磁気作用のようなもので病気を治し，それ以来少佐は度々
訪れるようになった． こうして友情以上の結び付きが展開した． しかしも
ういい年で醜いブリギッタに対する少佐の情熱は全く不自然なものだ，少
佐はブリギッタと結婚したいのだが，それが出来ないのが悩みであって，
彼女の夫が行方不明で死亡証書も離婚証書も受け取ることが出来ないから
だ，などと言うのである．そしていよいよマロシュヘリーに出掛ける日の
前の晩に， この話で益々気持を掻き立てられた語り手はブリギッタの夢を
見るほどに緊張を高めるのである．読者にとってもやはり事態の切迫を訴
えるこの緊張感は，次の「草原の過去」の章で中断される．いわば語り手
はHandlungを追う読者と心の動きを共にすることなく，この時点で急
に冷静となり，ブリギッタの過去を全知的(allwissend)な立場で語り始
める． この態度は，切迫した事態に心を労しない叙事的(episch)な詩人
の基本的姿勢を示すものであろう10).
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第3章の「草原の過去」の冒頭には再び「美」についての一般的な考察
が書かれている． ここでは最初の考察を補う意味で，テーマをライトモチ
ーフ的に印象づけている． この考察によって導かれる「草原の過去」の物
語では，出来事の異常さというノヴェレ的モチーフが示され，醜い少女に
対する美しい青年の愛が描かれる．少女ブリギッタの物語は内面的荒野の
物語であり， ここでは人物と自然の対比という表現手段が用いられる．醜
いが故に母親すらも顔を背けるこの少女の隠れた魂を，その美しさを見る
者は誰もいない． こうして少女は手に負えない無口な不毛な状態に押しや
られる． 「こうして砂漠は益々大きくなるばかりであった.」 （199）自然の
風景を表わす言葉がこのように登場人物やその置かれた状態の特徴をも表
わしていることは，単なる表現手段を越えて象徴性を示していると言える
だろう． ここにブリギッタとシュテファン・ムーライ (StephanMurai)
-50-
の物語が始まる．
シュテファン・ムーライは社交界で人目を引き，その態度の謙虚さと容
姿の美しさで噂話の唯一の的となるような青年であったが，彼は若さを失
った娘ブリギッタに心の美しさを認め，彼女を愛するようになる．彼女の
方は関心を寄せられていることを知り生まれて初めて「魂から惨み出る涙
」 （204）を流す．しかし彼女は愛を求めるシュテファンに警告し，どうし
ていけないのかと驚き尋ねる彼に静かに答える． 「私には最高の愛しか求
められないのですわ．私は自分が醜いことを知っております．だからこそ
この世の一番美しい娘よりももっと高い愛を求めるのですわ．どんなに高
い愛かは私にも分かりませんが，私にはそれが無限のものでなければと思
われるのです－こんなこと不可能ですわ.」(205)しかしシュテファン
は却って心を掻き立てられ，彼女を尊敬する．それは強い純粋な愛のよう
に思われた．婚約が認められ「これ迄知られなかった娘心の奥底から暖か
いものが滋り出た.」 （206）「少しも衰えない生命の息吹きが彼の魂に吹き
込まれた.」 （206）しかし「時は薔薇色の翼に乗って過ぎて行ったが，運
命はその中で暗い羽榑きをしていた」 （207）のである．この二人の愛は先
ず実現されたかのように思われた． この結婚から息子のグスタフが生まれ
る． しかし運命の暗い羽樽きは食い止められない．すでに人前では家庭以
上に思いやり深く自分をあしらうシュテファンの態度に，ブリギッタは「
私に欠けているものにお気付きになった」 (209)と心の詰まる思いをす
る．そして決定的に侵入する妨害物が伯爵の娘ガブリエレ(Gabriele)で
あって，田舎で気儘一杯に育った野の花で，異常なまでに美しくしかも底
無しの無邪気さがあって「天からの荒れ狂って燃え上がる謎」 （210）のよ
うな娘であった． シュテファンに纒いつく流星のようなこの存在はしかし
極くあっさりと報告されている．ただその後のシュテファンとブリギッタ
の結婚生活は極めて重苦しいものとなる．語り手はその内面的な経過につ
いては殆ど立ち入らず，簡潔に「ブリギッタの心はもう行きつくところま
口
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で行っていた．なにか巨大な恥辱が胸の中に拾げてきた..何も言わず，影
を落す雲のように家の中を歩き回っていた」 （210）と書いている．この場
面でのシュテファンの腹立ちを， 「無性に憎い」 （211）という激しい言葉
を「優しい声で言った」 （211）という表現で表わしており，激しさを過
去の隔たりへと移し，劇的な葛藤を距離をおいて眺める語り手のやはり
episChな態度が見られる．シュテファンは家を出て行き，半年後に離婚
の承諾書が送られてくる．子供を引き取ったブリギッタは，家族が次々と
亡くなったので，マロシュヘリーにやって来て周囲の荒野を眺め，荒地に
手を入れて耕やしてみようと心が動き始める．男のなりで馬に乗り典作男
にまじって働き始める． こうして「緑の丘がもり上がり，泉はあふれ，ぶ
どうは畷き，荒涼とした石原に力強く闇歩する英雄の歌が吹き込まれた.」
（212）それから15年経って少佐がウヴァールにやって来た．そして彼は
ブリギッタから事業と活動を学び，彼女に対して遅蒔きながらの深い愛情
を寄せていたのであった．
こうして第4章「草原の現在」においてやっとブリギッタを訪問するこ
とになり，彼女が語り手の最初に出会った馬上の女性であったことが先ず
明らかにされる． しかし読者の期待する劇的な場面など見られず，語られ
るのは二人に共通の仕事の世界だけである．なるほどブリギッタの仕事ぶ
りを気遣う少佐の様子に一種の優しさがあり，ブリギッタも「彼女の眼は
小鹿のよりももっと黒く輝いていて， それが今日は特に輝きを増してい
た， というのも自分の仕事や活動を評価出来る男が自分の傍にいるためだ
った.」 （215）ここで注目すべきことは，それに続いて「彼女の歯は雪の
ように白く，年令の割にまだしなやかな体つきは頑丈な力を示していた」
(215）とあるように，語り手はここでは醜いというよりは美しいブリギッ
タを描いていることである．それは語り手の眼というよりは少佐の眼で彼
女を見ているようであって，問題は美しいと見なされる醜さではなく，人
からは醜いと見なされる美しさが示唆されていることである．人はこの美
－52－
｜
I
｜
’
しさを見ることが出来ず，少佐だけが真にそれを見るのである．従って美
と醜という対立的な命題ではなく，すべてのものの中に美しさを見出す魂
が問題なのである． これがこの作品の本来のテーマであり， この点でこの
描写は,ブリギッタの真の美しさを読者に納得させ,愛という認識の行為を
要求する本来の真の美しさを際立たせることに成功している．そしてこの
ことはやはり｢美の穏やかな法則(einsanftesGesetzderSch6nheit)」
（223）に妥当するのである．最初の考察に見られた美と醜という対立は
単なるエピソードに過ぎなかったけれども，それがモチーフとなり，更に
このモチーフが今やテーマへと昇華されているのである．
二人の間の話し振りはこの日一日を通じて穏やかで明るかったが，語り
手には「なにか秘められた心の思いがわなないている」 （216）ように感じ
られる．帰途少佐はブリギッタとの交際が「生涯のおよそ幸福だと思われ
たどれをとってみてもこの世でこれほど大きな幸福はありません」 （216）
と語る． これを語るときも熱っぽさはなく，そこには「非常に落ち着いた
確信」（216）が見られる．語り手はもう一夏と一冬を少佐の許で過ごし，
マロシュヘリーにも繁々と出掛け， これらの世界に益々関与する．その間
に，ゲーメルの話にあった激しい情熱や熱っぽい欲情やそれに少佐の身に
つけている磁気作用のことなど根も葉もないことを知るが， 「こうして次
第に時が過ぎて行き，私にはウヴァールやその近辺にいるのが限りなく楽
しかった」 （217）という簡単な文章で長い時間が報告される．一切の動的
なドラマ的要素はこれらの描写から除外されている．そしてもう一度少佐
とブリギッタとの関係が淡々と述べられる． 「それは勿論，性を異にする
者の間では恋愛と呼ぶべきものであったろうが， しかし恋愛には見えなか
った，一種の優しさと，より高い存在への傾倒を思い起こさせる一種の畏
敬の念で，少佐はこの年のいった女性を扱った．そうされると彼女は目立
つほどの内心の喜びで満たされる． この喜びが遅咲きの花のように顔の上
に咲き， とても信じられないほどの美しさの息吹きを送る．それはまた朗
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かさと健康の固い薔薇の花であった．彼女もこの友人に同じ敬意と尊敬の
念を返すのであった.」 (217f､）二人の友情はこの限界を越えず「こうし
て二人の生活は並行して過ぎて行った.」（218）そして少佐自らも「二人
とも運命に問いかけて， その鰊に刺されたり，意地悪い目に遇いたくな
い． これはもう数年も続いていて， これからもこの儘でしょう」 （218）と
説明する． 「この分に安んじた態度と自ら執る諦念とで， このノヴェレは
静かに終わることも出来ただろう．その場合はしかしノヴェレ本来の切迫
さに欠けることになるだろう」''）とBennovonWieseは言っている．
こうして物語はまだ終わることなく 「それから間もなく運命は問われずし
て自らその返答を与え，それが急速にしかも思いがけない仕方で一切を解
決してしまった」 （218）のである．
その際に空間つまり草原の風景が決定的な役割を果している．語り手が
最初に少佐の屋敷を訪れるその直前に出遇ったあの「絞首台」と「槻の木」
である．両方とも死と悪の象徴であって，同時に自然の原始的形態と人間
によって打ち建てられた世界との象徴的形姿でもある．最初は単に対比的
に描かれていたものがここでは象徴となっている．つまりブリギッタの息
子グスタフがこの場所で狼の群に襲われる．その危機一髪の瞬間に少佐と
語り手が駆け付け，彼を救い出す．ただこの転回的な出来事は素早く進行
し，読者はまるで幻燈でも見ているような印象を受ける． これ迄の外的お
よび内的な条件によって展開されて来たものがすべて纒まる場面を導くだ
けの出来事のように思われるが，後述するように， この狼の群もまた一種
の象徴なのである．腰に絞み傷を受けた少年への手厚い看護が二人を新し
く結び付ける．グスタフが長い眠りから醒めて目を開いたとき，少佐の目
には涙が惨み，語り手のどうしたのかという質問に低い声で「私には子供
がいないのです」 （222）と答えたその瞬間に，この言葉が聞えたブリギッ
タは少佐に向ってたった一言「シュテファン.'」（222）と言う．少佐こそ
シュテファン・ムーライその人であった． この一言がこの物語の外見的な
’
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謎を解決するのであるが，情熱が併る絶叫というのではなく，おずおずと
心配げに申し訳なさそうに言われる点にこの小説の基本的性格，語り手の
基本的姿勢つまりepischな態度が窺われるのである．今こそ二人は再
び， しかし今度は決定的に永遠に結び付く．
第1章冒頭の考察および第3章冒頭の考察がここにおいて収敏される．
「その時彼女は， まだ涙で光っている眼を上げた．－そこには過ちの多
い哀れな人間がこの世でなし得る最も美しいもの，人を赦すという心が見
事に現れ，彼女の表情は比類のない美しさに輝いた.」（223）シュテファ
ン・ムーライはブリギッタのこの「比類のない美しさ」を知るまで，母方
の祖先の名バトリ (Bathori)を名乗り少佐と呼ばれて，世界中を探し回
ったのである．今遂に愛する者同志は自分たちの愛が完全で真実であるこ
とを認識する． シュテファンの許しを乞う言葉に，ブリギッタも自分の誤
解と傲慢の罪を許してほしい, 「……あれは極く当り前のことだったので
すわ，それこそ美しさの穏やかな法則ですもの，それが私達を引張って行
くのですもの」 （223）と言う．ここで再び語り手によって美の法則が語ら
れ，作品のテーマが決定的に明らかにされる． 「世界はまた開かれたのだ
……なぜならなにもかも清める世にも美しい愛の花，ただ最高の愛のみに
咲く花とは人を赦すことであり，それ故それは神において世の母において
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
常に見出される．美しい心は屡々人を赦すが，卑しい心は決してそれが出
来ない.」 （224）（傍点筆者）
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縫れの後の結び付き，出会い・別離・再会， これはシュティフターの特
徴的なモチーフであるが， この作品においては明らかにepischな語り口
が問題である．特に前半の部分では空間に重心が置かれ，時間的動きであ
るHandlungを凌駕していて，登場人物は人間よりも生命の長い自然と
かそれに根ざした生活の秩序の中にすっかり取り込まれている．共同体的
’
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環境，歴史や伝統と結び付いた習慣， これらすべてが個人個人を支え，人
間存在の不確かさを自然の同じものの繰返しの中で穏やかに止揚してい
る． epischな叙述を決定するのは，変らないもの静かなものであって，
静かな安定と穏やかな冷静さの表現である． この物語の描写は殆ど時間的
な動きを引き延ばし，好んで足踏みし，物言わず動かぬものを描こうとす
る．その上独特な抑制が働き，慎重さ軟かさ，出来るだけ隠そうとする態
度によって，迫り来る変事がヴェールに包まれ遠景へとずらされている．
従ってこの物語に，仲介的な役割を果す枠としての語り手が登場するのは
それなりに意味があるのであって，それによって本来の出来事や葛藤がい
わば書割りの背後に移されているのである． こうして物語が遙か草原の彼
方から始まったように,またもや広々とした空間の中へ響き止むのである．
すなわち「物悲しい穏やかな思いで私は旅を続け,遂にライタ河を渡ると，
祖国のいとおしい青い山脈が私の眼前におぼろに霞んでいた.」（226）
作者のこの基本姿勢においてこの小説は先ず第一にepischeNovelleと
言うことが出来よう．そしてまた，先に述べたように， この物語は思わせ
ぶりな謎めいた興味で読者を導く物語でもある．少佐の見付けた幸福とは
何か．少佐の額にさす影の正体は，何故少佐は結婚しなかったのか，ブリ
ギッタとは一体どんな人物なのかという興味で，ただ外見的なものである
が，読者を緊張させる点でspannendeNovelleと言うことも出来よう．
更にテーマに即して言えば，美しい男と醜い女との不思議な愛が長い別離
の後遂に完全な実現を見るというシルエット (Silhouette)にドラマ的要
素があり， シュテファンがブリギッタに求愛した時に，彼女は「私の望む
愛は最高の愛で無限のものだ」と答えるのであるが， これがドラマ的課題
(Problem)であって，二人がこの課題にどのように応じてゆくのかとい
うドラマ的緊張も見られるのである． この本来のノヴェレ的な見方をすれ
ば， この作品には二つの転回点(Wendepunkt)がある．ガブリエレの
出現と狼の群の襲来とである．そしてこの二つの出来事が共に象徴してい
口
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るのは「情念」 (Leidenschaft)である．人間の課題というのは，第4章
のブリギッタ訪問のところで述べられているように， 「高い石塀を焼らせ
て狼の侵入を防ぐ」 （214）ことにあるのであって，また語り手も「何とま
あ夫婦の愛というものは神聖なものなのか，今迄それについて何も知らず
心を精々情念の濁った炎に包ませていたお前という男はなんと貧弱な男な
のだ」 （224）と述懐している．Leidenschaftこそ円現(Entelechie)に
至るための妨げである'2)．従って，ガブリエレの出現によってLeiden-
schaftに屈したシュテファンとブリギッタが最高で無限の真の愛を獲得
するには，情念のない土地との親しい交わりが必要だったのであり，更に
Leidenschaftである狼の群を打ち倒し，その傷で倒れた者を回復させね
ばならなかったのであって，その保証を与えるのが「その美しい眼には未
来への感激と現在に対する無限の善意とがあった」 （215）息子のグスタフ
なのであった．
いずれにしてもこの小説は，いくつかの互いに異なった要素'3）でその
効果を決めているのであって， こうした色々な構成要素が時には美学的な
時には道徳哲学的な考察によって照明を与えられながら，すべてが結び付
いて作品の内実(Gehalt)となっているのである．
最後に作品の枠としての語り手の問題であるが，語り手は先ず物語の緊
張を保たねばならないという課題があり，二人の主要人物を早く物語に登
場させねばならないが， しかも少佐がシュテファン・ムーライであること
を漏らしてはならない． この効果を逃さない限り，ブリギッタが「シュテ
ファンノ｣と呼び掛けるたった一言によって,それ迄の謎が突然解明され，
緊張の解消がめでたく行われるのである． しかしこの解消がうまく成功す
るには，語り手は予め読者の予感を呼び起こさなければならない． こうし
て慎重な暗示，伏線，煙幕（ゲーメルの話）という推理小説宛らの技巧力式
使われている． この作品があらゆる世代に同じ喜びで読まれているのも，
一つには緊張が突然解消するというこの素朴な満足感にあると思われる．
’
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’また共に体験する者としての語り手の意義は確かな展望(Perspektive)
を持っていることにある．何故ならノヴェレではたった一つの点から後を
振り返って初めて紡がれたもの全体が見渡せるように糸を織らねばならな
いからである． しかしノヴェレを回顧から始めるのはきわどい徴妙な問題
であって，下手をすれば読者にとってこれほど不味い料理はない．語り手
自身当り障りのない人物であること，物語の中の副次的人物には余り注意
を向けないこと，物語の自然の流れや習慣を妨げずにいわば出来事が自ら
語っているかのように読者に報告しなければならないことなどが要求され
る．その点問題なのは第3章であるが， ここでは語り手は突然物語の世界
を一切見通す神(HerrderWelt)の立場に立っている．語り手がその際
に「私も時機が来ないうちに知ったのではなく，事柄の自然な発展によっ
て知ったことだから，そのことをなにも時機の来ないうちに打ち明ける必
要はないだろう」 （197）と断わっているのは，語り手の役目を十分に意識
しているからである． しかしこの章自体がまた独立したノヴェレ的世界を
作り出していて，いわばモチーフによって全体とテーマが結びつけられて
いる,その結節点が各章の標題に共通している「草原」であって,このハン
ガリーの草原プスタの持つ意味がいかに重要であるかが分かるのである．
既に指摘したように，第3章でも草原の荒涼とした広がりにおいて一切は
捉えられている．ブリギッタの心の砂漠， 「大きな荒々しい眼」 （199）「心
の岩」（199）に隠している「小さな根」（199）「風変りな植物」 (220)そ
して誰にも見出されなかった美しさ，ブリギッタこそまさに，太古からの
それ自体宝物であるが未だ誰にも手を加えられず，その美しさの見出され
ない，荒々しいがしかも確固として存在する草原の形姿と一致している．
ブリギッタの物語がパラーベル(Parabel)になり得るとしても，それは
この草原プスタにのみ起こり得ることであって， このプスタによってのみ
解決されることである．確かに｢美しいものは人間の心に存在する」 （197）
が，人間が奉仕的保護的態度を表明する時にのみ美しさを見出すことが出
’
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来る．その態度こそ自然を委託された課題と見，それに応えることによっ
て事物の節度を，それと共に自己の内部の節度を見出すのである．確かに
シュティフターのこの小説は「道徳的物語」という伝統になお留まってい
るし，作者のエートスとして倫理的結着をつけている． しかしシュティフ
ターにとって描かなければならなかったものは，その本筋ではなくて，そ
れに至る様々な脇道であったように思われる．何故なら一見回り道に見え
るものが，実はすべての人間を導く例の「穏やかな法則」になり得るから
である．つまりシュティフターにあって「穏やかな」とは「絶対に避けら
れない」という意味なのである．だらだらした退屈なと思われる長い自然
描写も実はシュティフター文学にとって避けて通ることの出来ない不可欠
なものであり，そこに特色があり，意義があるのではないだろうか．
本論はクヴエレ会のノヴェレ研究に関連して口頭発表されたものに若干手を加
えたものである．
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AdalbertStifter:Brigitta・PhilippReclamJun・Stuttgart,1972
(Universal-BibliothekNr.3911)
StiftersWerkeinvierBanden，ErsterBand･BerlinundWeimar,1973
(BibliothekDeutscherKlassiker)3.AuHage
4)AdalbertStifter:SamtlicheWerke・XVII.Briefwechsel.1.Bd.Hrsg.von
GustavWilhelm.2.Aufl.Hildesheim,1972(ReprographischerNachdruck
derAusgabe.Reichenberg,1929)S.176
5)BennovonWiese:DiedeutscheNovellevonGoethebisKafka.Ⅱ、
Diisseldorf,1968S.9ff参照なおW.Pabstはその著書の中で「……そもそ
も一般的なdieNovelleというものはなく，あるのはただもろもろのNovellen
だけである」と述べている． (WalterPabst:NovellentheorieundNovel-
lendichtung.Z rGeschichteihrerAntinomiedenromanischen
Literaturen.Hamburg,1953S.245)
6）シュティフターの作品にはこのように各章のつながりを表わす共通語を持った
標題が多く， 「習作集」中の作品の例を挙げるとDerCondor(1840)において
は1.einNachtstiick-2・Tagstiick-3.Blumenstiick-4.Fruchtstiick
となっており,DasHeidedorf(1840)では1.DieHeide-2.DasHeidehaus
-3.DasHeidedorf-4・DerHeidebewohnerとなっており,DerHochwald
（1842）では1.Waldburg-2.Waldwanderung-3.Waldhaus-4・Waldsee
-5.Waldwiese-6.Waldfels-7.Waldruineとなっており,ZweiSchwestern
（1846)では1.Einleitung-2.Reisefreunde-3.Reisebesuch-4.Reiseziele
-5.Nachwortとなっている．
7）（ ）内数字はテキストIの引用頁を表わす．
8)BennovonWiese:DiedeutscheNovellevonGoethebisKafka.Diisseldorf,
1960S.211 (以下Wieselと略記）
9)WalterHau6mannはその論文AdalbertStifter,Brigitta.(In:DerDeut-
schunterricht.Jg.3,Heft2,1951)の中で特にjustissimatellus(至正なる
大地）なる一章を設けてVergil:Georgikaとの類推を述べているが，筆者は
ここで徳富蘆花『みみずのたはこと』を思い起した．
10)EmilStaiger:GrundbegriffederPoetik.Ziirich,1946;7.Aufiagel966
特にS.83-141参照．
11)WieselS.209
12)Leidenschaftに関する省察については1848年4月にConstitutionelleDonau-
Zeitungに掲載されたStifterの論文UberStandundWiirdedes
Schriftstellers(In:ErlauterungenundDokumente・AdalbertStifter,
Brigitta・Hrsg.vonUlrichDittmann.Stuttgart,1970(UniversalBibliothek
Nr.8109)S.69-79)を参照した．
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13）本文で指摘された謎めいたHandlungや美しい男と醜い女という対照的な登場
人物や対照的な風景のほかに社会政策的比較民族学的な報告(第2章）も見られ
るが，最後の点に関してはこの論稿の問題設定と次元を異にするので論評を避
けた．但しMoritzEnzingerによるとStephanMuraiにはモデルがあって，
Istvan(=Stephan)Sz6chenyi(1792-1860)というハンガリー改革の父と見
なされている人物で，その生涯がMuraiと似ていて，軍務に就いた後外国旅行
をして祖国の文化的政治的利益に尽した．即ち,暢気で投げやりな貴族から自覚
した愛国者へと変貌した人間で,そのモットーは「ハンガリーには過去はなく未
来がある」というものであった． （この項は前注12）のErlauterungenund
Dokumente.S､53参照）
’
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UrbanRoedl:AdalbertStifterinSelbstzeugnissenundBilddokumenten.
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A. Stifters Brigitta 
Hirotaka Shintani 
In dieser Abhandlung versucht der Verfasser, in einer Reihe 
von deutschen Novellenforschungen A. Stifters Erzählung Brigitta 
(Studienfassung nach dem von M. Stefl herausgegebenen Text. 
Augsburg, 1956) eine werkimmanente Interpretation zu geben. 
In Stifters Erzählungen finden wir öfters eine Reihe von 
Zwischentiteln. Auch Brigitta ist in vier Kapitel geteilt: 1. 
Steppenwanderung, 2. Steppenhaus, 3. Steppenvergangenheit, 4. 
Steppengegenwart. So wird damit die landschaftliche Atmosphäre 
dieser Erzählung suggestiv verstärkt und der Gleichklang weist 
uns schon auf ein leitmotivisches Thema hin. Um diese Erzählung 
zu interpretieren, gibt es zwei Schlüssel, die wir in der Betrachtung 
zu Beginn des 1. Kapitels bekommen : einerseits „ein gewisser 
schöner und sanfter Reiz des Geheimnisvollen", andererseits die 
Gegenüberstellung von Gegensätzen wie etwa „schön" und 
„häßlich" als Stilmittel. Deshalb wird die von einem überall 
gegenwärtigen Geheimnis beherrschte Handlung mittels zweier 
ungewöhnlicher, geheimnisvoller Charaktere und mittels der 
gegensatzreichen Landschaft, nämlich der Steppe, von einem 
jungen Reisenden, der mit einem der Hauptpersonen befreundet 
und als miterlebender Zuschauer in das Geschehen verwoben ist, 
erzählt. Es ist notwendig, diese sinntragenden Bilder zu verfolgen. 
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Von der Grundhaltung des Erzählers und seiner Darstellungs-
weise gesehen könnten wir diese Erzählung eine epische Novelle, 
wegen der geheimnisvollen Handlung, wenn es auch nur die 
Außenseite ist, auch eine spannende Novelle nennen ; und überdies 
hat sie ein dramatisches Moment : als der schöne Stephan sich 
um die häßliche Brigitta bewarb, forderte sie die allerhöchste 
Liebe ; wie die beiden sie erfüllen können, das war ein drama-
tisches Problem. Dazu mußten sie mit dem leidenschaftslosen 
Land, d. h. der Steppe umgehen. 
Jedenfalls machen verschiedene Elemente wohl die Wirkung 
dieser Novelle aus. Sie sind bald von ästhetischen, bald von 
moralphilosophischen Betrachtungen beleuchtet und schließlich 
zum Gehalt dieses Kunstwerkes zusammengefügt. 
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